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｜蔦I章本年度の調査概要
本年度は，表2のとおり，発掘調盃11件，立会訓査62

件を実施した．発掘調査はいずれも立会訓査から切り替

えたものである．

本年度実施した発掘調査は，黒髪北地区における附属

図沓:館の改修工事に伴い，機械設備|卿連工事に伴う発掘

調査（1301.1302.1303.1306調査地点).黒髪南地区

における国際革新技術研究拠点施設新営工事に伴う発掘

調査(1309調査地点).ライフライン再生（給水設備等）

工事に伴う発掘調査(1310調査地点).本荘北地区にお

ける環境整備（東側駐車場等）工事（人孔・雨水関係）

に伴う発掘調査(1321調査地点),基幹整備（電気設備）

工事に伴う発掘調査（1325調査地点)，設備管理等ボイ

ラー設置等工事（重油地下タンク更新・汚染土壌撤去）

に伴う発掘調査'1333調査地点).本荘中地区における

基幹整備（自家発電設備）工事（地下タンク）（発寵気

設備）（埋設配管）に伴う発掘調査（1317．1318．1319

調査地点)，京町地区における教育学附属小学校体育館

改修その他工事に伴う発掘調査(1342調査地点）である

本年度は．既往の調査事例に照らすと例年になく規模

が大きな発掘調査件数が多く，また立会調査も1件の事

業規模が大きく，立会期間が数日～数週間を要する案件

が多かった．

黒髪南地区の国際革新技術研究拠点施設新営その他工

m(1309調査地点）では.120余基の近・現代墓が検出

された．熊本刑務所の受刑者の埋葬ｶﾋである.2003年に

初めて熊本刑務所の受刑者の埋葬靴を確認しており

(0203訓査地点).今回の調査区はその南側に隣接する

2003年の調査は，途中で専門業者による改葬に切り替え

たが，今回検出した人骨は土井ヶ浜遺跡・人類学ミュー

ジアムの松下孝幸氏（名誉館長).NPO法人人類学研究

機椛の松下真実氏の協力を得て。形質人類学の資料とし

て活用することとなった．本調査地点では.2003年の調

査時には出土・回収されなった黒髪村当時の村民の墓と

考えられる遺物も出土・回収した．近世～近代の生活の

一端を示す資料である．人骨は人類学研究機構にて保管

されている．

ライフライン再生工事に伴う発掘調査（1310調査地

点）は．狭長で遺構の全容が把握しづらい調査ではある

が，南地区東半の広範囲におよぶトレンチ調査となるた

め，土層の堆積状況，遷移などを把握する絶好の機会と

表1熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一覧（アミ部分は本年度調査した地区を示す）

lNq．地区名(学部名）所在地遺跡名称遺跡の種類遺跡の時代備考’

’麓#総(溌熱#議懸展}懲職飛網黒鍵町遮跡蝋落城蕊職
純文・弥生

2黒髪南地区（工 ・理）熊本市黒髪2丁目39-1黒髪町遡跡集落靴
奈良・平安

3京町地区（教育学部附属小・中学校）熊本市京I'lJ本丁5-12京町台遺跡集落靴弥生・近世

4城東地区（教育学部附属幼稚剛）熊本市城東5-9熊本城力Ih 城館祉・熊本城関近世
連遺構

5教育学部新南部膿場熊本市新南部屑屋敷2¥(h]新南部逝跡散布地細文・弥生
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写真54重機掘削作業風景（北東より）

嬢皇

写真55調査区北側掘削状況（南より）

一－一

一旦

■色

たが，こちらも現代クラッシャーの表面を削るに留まっ

た．いずれも遺物や遺櫛は検出されず，文化層への影響

はないため．慎重に工事を進めるよう指示し，立会を終

了した．

18．（黒髪北）重要文化財五高記念館他耐震診断業

務に伴う立会調査（1360）

＜調査期間＞

2014年3月17日～19日

く調査面積＞

204㎡（6.02㎡）

＜調査員＞

山野ケン|勝次郎．

＜調査概要・結果＞

黒髪北地区の表門（通称赤門)。五高記念館，化学実験

棟の耐震診断と基礎椛造の把握のため立会調査を実施した

各建造物は重要文化財に指定されており。埋文担当者が終

始立会い，いずれも人力によって慎重に掘削を行った．

表門の立会（①地点）では，当初．北壁西側で0.9×

0.9inの調査区を設定して掘り下げたが，表門コーナー

部の構造把握も必要としたため，東へ0.2×0.4inの拡張

区を設けた．この調査区北側では地表下0.36iiiまでは現

代埋土で．その下位からは褐色の地山屑を検出した．一
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方，表門の壁側にあたる調査区南側は基礎のための掘り

方があり，地表下1.3m程まで現代埋土が充填されていた

基礎は地表下0.47mで赤レンガの最上段を検出，上から

4段，2段，2段と階段状に下へせり出る形で積まれて

いる．最下段の赤レンガの底面は地表下1.05m程で．そ

こから1.3m程まで拳大の円牒が入っており，赤レンガ

との間にはモルタルが敷かれていた．掘削範囲は全て基

礎の掘り方埋土内に収まり，文化層への影響はなかった

五高記念館（②地点）は，第五高等学校の旧本館にあ

たる・調査区は建物北側の西側に，南北3.3m×東西0.75

m程で設定し，一部基礎構造の確認のため，拡張区を東

西に張り出すように設けた．全体の層序は0.3m程まで

現代埋土で，北端を除き，全体が基礎の掘り方により撹

乱を受けていた．基礎は地表下0.3mで赤レンガの最上

段を検出，上から1段.1段.2段と階段状にせり出る

形で積まれている．最下段の赤レンガの直下にはモルタ

ルが敷かれ，そこから地表下0.8mまでは，せり出すよ

うな形で円喋を密に含むコンクリート基礎が設置され

さらにそこから階段状に円喋コンクリート基礎が地表下

1mまで敷かれている．下･位の円牒混じりコンクリート

基礎はコンクリートが浸透していないためか，円牒が緩

くかんだ状態である．地表下1111より下位には黒褐色の

土層が検出でき，掘削はしていないが古代の包含層の可

能性がある．遺物として，掘り方埋土から大量の近代瓦

が出土したが，取り上げはしなかった．

化学実験場（③地点）では建物の東側，階段教室の南

東角（以下南トレンチ）と実験室の外側（以下北トレン

チ）について調査をおこなった南トレンチでは南北

1.05m×東西0.6mの調査区を設けている．地表下0.25m

で赤レンガを検出し，上から1段，3段と階段状にせり

出ている.最下段の赤レンガ底而のレベルは地表下0.55

mで，その直下に円操混じりコンクリート基礎が少なく

とも地表下0.8inまで認められる．他の地点と異なり，

コンクリ基礎の掘方が狭く，掘り方にそのままコンク

リートを流し込むことで施工したかのようである．層序

は，地表下0.45mで近代と恩ぼしき明褐土が.0.62iiiで

古代と思ぼしき黒褐土が検出された．椛造把握のために

若干掘方壁面となる土を削ったが，過物は出土していな

い．北トレンチは0.95in×0.9inの調査区で，地表下0.35

mで赤レンガを検出した．上から1段，3段と階段状に

せり出ている．最下段の赤レンガ底面のレベルは地表下

0.61inで，その直下に円牒混じりのコンクリート基礎が

地表下1.02mまで認められる．掘削範囲は全て基礎の掘

り方埋土内に収まり，文化層への影響はなかった．遺物

として近代陶磁器が数点埋土内から出土している．

第Ⅱ章調査の記録
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写真154掘削状況1（東より ）人力で掘削をおこなっており，陶磁器片，瓦片，泥面子

などが検出された．而的に掘り下げ。遺構の確認もおこ

なったが．明確な遺椛は検出されなかった．

！
ｋ
雪
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11．（黒髪南）重要文化財工学部研究資料館耐震診

断業務に伴う立会調査（1361）

＜調査期間＞

2014年3月19.20日

く調査面積＞

4.0㎡（0.99㎡）

＜調査員＞

山野ケン陽次郎．

＜調査概要・結果＞

工学部研究資料館の耐震診断および基礎構造の把握の

ため，本館東側入口前の立会調査を実施した．工学部研

究資料館は重要文化財に指定されており．担当者が終始

立会い．人力によって慎重に掘削をおこなった．

調査区は入口南側角部に基礎構造の把握のため南北

1.55m×東西0.64mで設定した．調査区北半では地表下

0.4mでおおよそ基礎掘り方の検出面となり，地表下0.5

mで最上段の赤レンガを検出できた．上から2つずつ5

段，計10段分の赤レンガが階段状にせり出すように据え

られており，最下面のレベルは地表下0.,8mであった．

簸下の赤レンガから少なくとも地表下1.09mまでは円牒

を固めたコンクリート基礎が据えてあることが確認でき

ている．掘削は全て埜礎の掘り方埋土内に収めており，

文化層には影響はなかった．遺物は，掘り方埋土内，地

表下0.99mで近代の陶磁器Ⅲが1点出土している．また，

掘り方の北壁には包含屑らしき暗褐色土が地表下0.45～

0.85mまで堆積している様子が確認できたが，遡物など

は出土しなかった．
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写真155掘削状況2（北東より）
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写真156掘削状況3（北より）
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写真153掘削範囲近景（東より）
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